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現
場
住
所
 
愛
知
県
豊
川
市
御
津
町

工
　
　
期
 
20
23
年
12
月
12
日
～
20
24
年
12
月
27
日

工
事
概
要
 
工
事
延
長
　
L=
86
0ｍ

道
路
土
工
　
１
式
：
盛
土
量
26
,3
90
㎥

法
面
工
　
１
式
：
鉄
筋
挿
入
 1
89
本
・
法
面
保
護
 2
24
㎡

地
盤
改
良
工
　
１
式
／
排
水
構
造
物
工
　
１
式
／
防
護
柵
工
　
１
式
 

 
調
整
池
工
　
１
式
／
道
路
付
属
施
設
工
　
１
式

矢
作
建
設
の
印
象
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。　

よ
り
良
い
現
場
に
す
る
た
め
に
社
員
や
協
力
会
社

等
、
隔
て
な
く
密
に
工
程
や
作
業
内
容
の
打
ち
合
わ

せ
を
日
々
行
っ
て
い
る
印
象
で
す
。
ま
た
定
期
的
な

現
場
パ
ト
ロ
ー
ル
や
保
安
資
機
材
の
確
保
の
全
面
的

な
補
助
等
、
安
全
管
理
に
特
に
注
力
さ
れ
て
い
て
、

協
力
会
社
共
々
安
心
し
て
作
業
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
で
き
て
い
ま
す
。

現
場
を
良
く
す
る
た
め
に
、心
掛
け
て
い
る

こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

私
た
ち
の
作
業
が
他
業
者
と
絡
む
逆
巻
施
工
の
た

め
、
施
工
や
工
程
の
ロ
ス
を
抑
え
る
た
め
に
社
員
や

協
力
会
社
の
方
々
と
密
に
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
い
ま

す
。
ま
た
安
全
設
備
の
点
検
徹
底
や
現
場
従
事
者
の

体
調
管
理
チ
ェ
ッ
ク
等
、
無
事
故
無
災
害
で
終
え
る

よ
う
に
安
全
第
一
で
作
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

矢
作
建
設
の
印
象
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。　

現
場
内
が
明
る
い
印
象
で
あ
り
、
自
分
と
年
齢

層
も
近
い
若
い
元
請
職
員
さ
ん
が
多
く
、
休
憩

時
に
す
ご
く
話
し
や
す
い
で
す
。

ま
た
仕
事
に
一
切
の
妥
協
を
し
て
い
な
い
、
と

て
も
信
頼
で
き
る
会
社
だ
と
思
い
ま
し
た
。

現
場
を
良
く
す
る
た
め
に
、心
掛
け
て
い
る

こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

効
率
的
な
時
間
配
分
や
優
先
順
位
の
設
定
を
行

い
、
業
務
を
着
実
に
こ
な
す
よ
う
に
努
め
て
い

ま
す
。
法
面
工
の
施
工
箇
所
が
点
在
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、道
具
の
整
理
整
頓
を
確
実
に
行
い
、

仕
事
が
効
率
よ
く
進
む
よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。

矢
作
建
設
の
印
象
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。　

他
工
区
含
め
輻
輳
し
た
施
工
エ
リ
ア
で
あ
り
、
他

業
者
間
と
の
工
程
調
整
を
元
請
職
員
が
積
極
的
に

行
っ
て
く
れ
る
た
め
、
作
業
を
円
滑
に
進
め
る
こ

と
が
で
き
て
と
て
も
助
か
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
安
全
に
対
す
る
意
識
の
高
さ
や
、
現
場
従

事
者
へ
の
気
配
り
な
ど
、
安
心
し
て
働
け
る
環
境

を
つ
く
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

現
場
を
良
く
す
る
た
め
に
、心
掛
け
て
い
る

こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

現
場
内
の
安
全
通
路
や
施
工
状
況
、
作
業
場
所
な

ど
日
々
変
化
の
多
い
環
境
で
の
作
業
で
あ
る
た

め
、
皆
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
事

に
し
て
い
ま
す
。き
っ
ち
り
と
打
ち
合
わ
せ
を
し
、

周
知
す
る
こ
と
で
危
険
の
芽
を
一
つ
で
も
摘
み
取

る
よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。

現
在
未
開
通
区
間
で
あ
る
、
国
道
23
号
蒲

郡
バ
イ
パ
ス
の
工
事
を
施
工
し
て
い
ま
す
。

当
工
事
が
完
成
す
る
頃
に
は
、
国
道
23
号

名
豊
道
路
が
全
線
開
通
と
な
り
、
名
古
屋
か

ら
浜
松
ま
で
約
10
0ｋ
ｍ
に
わ
た
り
信
号
の

無
い
道
路
が
で
き
あ
が
り
ま
す
。

現
場
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。　

現
場
で
特
に
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

供
用
開
始
に
向
け
工
期
が
限
ら
れ
て
お
り
、

複
数
の
施
工
エ
リ
ア
で
工
事
を
進
め
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
職
員
お
よ
び
協
力
会
社
の

方
と
の
連
携
を
非
常
に
大
切
に
し
て
い
ま

す
。
安
全
か
つ
効
率
的
に
作
業
を
行
え
る
施

工
方
法
を
全
員
で
意
見
を
出
し
合
い
な
が
ら

前
へ
、
前
へ
と
工
事
が
進
捗
し
て
い
る
こ
と

を
日
々
実
感
し
て
い
ま
す
。

当
現
場
は
、
話
し
や
す
く
、
気
さ
く
な
職
長

達
が
多
く
い
ま
す
。
私
が
失
敗
を
し
て
落
ち

込
ん
で
い
る
と
き
、
励
ま
し
の
言
葉
を
掛
け

て
も
ら
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な

職
長
達
の
た
め
に
も
、
次
こ
そ
は
段
取
り
を

良
く
し
て
、
現
場
で
従
事
す
る
人
全
員
に
気

持
ち
よ
く
仕
事
を
し
て
も
ら
う
ぞ
!と
前
向

き
な
気
持
ち
に
な
れ
る
現
場
で
す
。

現
場
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。　

現
場
で
特
に
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

当
現
場
は
、
若
手
職
員
も
担
当
工
種
を
持
っ

て
働
け
る
現
場
で
す
。
私
自
身
も
、
補
強
土

壁
工
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
分
か

ら
な
い
こ
と
も
多
い
で
す
が
、
協
力
会
社
の

方
や
上
司
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取

り
、
無
事
故
・
無
災
害
・
高
品
質
で
の
完
成

目
指
し
、
工
事
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

当
現
場
の
協
力
会
社
の
方
々
に
は
誠
実
に
熱

意
を
持
っ
て
現
場
に
従
事
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
仕
事
中
は
真
剣
な
表
情
で
す
が
、

休
憩
時
に
な
る
と
仕
事
の
段
取
り
や
、
た
わ

い
も
な
い
会
話
で
盛
り
上
が
っ
た
り
と
、
笑

顔
が
絶
え
ず
と
て
も
温
か
い
現
場
で
す
。

現
場
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。　

現
場
で
特
に
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

私
は
協
力
会
社
の
方
と
挨
拶
や
休
憩
中
に
会

話
を
す
る
こ
と
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
る
こ
と
を
意
識
し
て
い
ま
す
。
そ
う
す

る
こ
と
で
話
し
や
す
い
現
場
環
境
と
な
り
、

困
っ
て
い
る
と
き
な
ど
相
談
し
や
す
く
な
る

と
思
い
ま
す
。現
場
従
事
者
全
員
で
無
事
故
、

無
災
害
に
向
け
て
工
事
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

佐
藤
 大
樹

佐
藤
 大
樹
ささ
んん

ライ
ト
工
業
㈱
 第
一
事
業
部

佐
藤
 大
樹
さ
ん

ライ
ト
工
業
㈱
 第
一
事
業
部

荻
野
 大
輝

荻
野
 大
輝
ささ
んん

㈱
フォ
レ
スト
 施
工
部
 法
面
工

荻
野
 大
輝
さ
ん

㈱
フォ
レ
スト
 施
工
部
 法
面
工

小
久
江
 亮

小
久
江
 亮

ささ
んん

㈱
フォ
レ
スト
 施
工
部
 法
面
工

小
久
江
 亮

さ
ん

㈱
フォ
レ
スト
 施
工
部
 法
面
工

宇
佐
美
 徹

宇
佐
美
 徹

ささ
んん

土
木
事
業
本
部
 土
木
本
部
 土
木
部

宇
佐
美
 徹

さ
ん

土
木
事
業
本
部
 土
木
本
部
 土
木
部

川
口
 皓
平

川
口
 皓
平
ささ
んん

土
木
事
業
本
部
 土
木
本
部
 土
木
部

川
口
 皓
平
さ
ん

土
木
事
業
本
部
 土
木
本
部
 土
木
部

冨
田
 壮
太
郎

冨
田
 壮
太
郎
ささ
んん

土
木
事
業
本
部
 土
木
本
部
 土
木
部

冨
田
 壮
太
郎
さ
ん

土
木
事
業
本
部
 土
木
本
部
 土
木
部

道
路
建
設
工
事

2
3
号
蒲
郡
ＢＰ
金
野 Ｉ
Ｃ

令
和
５
年
度



矢
作
建
設
工
業
㈱
 髙
柳
社
長

作
友
会
 澤
野
会
長

矢
作
建
設
工
業
㈱
 中
央
安
全
衛
生
委
員
会

名
和
委
員
長

表
彰

安
全
衛
生
推
進
大
会
開
催

優
秀
協
力
会
社
・
優
秀
職
長
・
Y
A
H
A
G
Iマ
イ
ス
タ
ー

2
0
2
4
年
度

岩
田
迅
平

海
津
建
設
株
式
会
社

宇
都
恭
平

株
式
会
社
創
羽

川
本
博
由

株
式
会
社
沢
野
商
会

佐
藤
文
偉

橋
本
建
設
株
式
会
社

中
島
　
力

有
限
会
社
サ
ン
セ
ラ
ミ
ッ
ク

中
塚
　
輝

成
瀬
電
気
工
事
株
式
会
社

野
仲
啓
之

有
限
会
社
小
林
鉄
筋

古
田
真
一

株
式
会
社
新
生

吉
田
卓
哉

佐
藤
興
業
株
式
会
社

脇
田
博
史

株
式
会
社
ハ
タ
ノ

Y
A
H
A
G
Iマ
イ
ス
タ
ー

土
木
事
業
本
部
　
土
木
本
部

東
　
和
久

株
式
会
社
森
部
組
ハ
ツ
リ

岩
間
光
春

小
田
鐵
網
株
式
会
社

岡
田
秀
夫

有
限
会
社
石
底
工
務
店

小
澤
博
司

株
式
会
社
ミ
ッ
ク

周
藤
哲
也

LA
N
D

高
木
邦
英

名
北
電
気
工
事
株
式
会
社

田
中
裕
二

ボ
ン
ド
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
株
式
会
社

釣
谷
勝
仁

株
式
会
社
田
口
建
設

森
　
　
恵

株
式
会
社
エ
ス
ビ
ル
ド

山
本
耕
平

白
濱
建
設
株
式
会
社

用
下
　
真

有
限
会
社
信
澤
土
木

土
木
事
業
本
部
　
鉄
道
本
部

川
出
喜
洋

川
出
工
業

平
井
喜
代
巳

株
式
会
社
松
大

三
矢
昭
則

有
限
会
社
徳
丸
興
業

建
築
事
業
本
部
　
施
工
本
部

伊
賀
英
之

海
津
建
設
株
式
会
社

宇
都
恭
平

株
式
会
社
創
羽

榮
喜
　
宏

株
式
会
社
協
和
工
務
店

榎
本
剛
士

株
式
会
社
共
立

勝
井
啓
太

株
式
会
社
ア
シ
ス
ト

是
枝
健
太

株
式
会
社
木
村
建
設

下
田
寛
和

橋
本
建
設
株
式
会
社

杉
浦
堅
司

株
式
会
社
岡
本
組

竹
内
丈
順

株
式
会
社
豊
建
設

中
川
浩
秀

協
和
建
材
株
式
会
社

長
濱
大
輔

影
近
設
備
工
業
株
式
会
社

羽
佐
田
孝
春

株
式
会
社
岡
本
工
務
店

林
　
義
人

株
式
会
社
新
生

山
岡
史
征

櫻
井
工
業
株
式
会
社

優
秀
職
長

※
五
十
音
順
、
敬
称
略

土
木
事
業
本
部
　
土
木
本
部

株
式
会
社
安
藤
組

株
式
会
社
エ
フ
ケ
イ
シ

株
式
会
社
秀
栄
工
務
店

株
式
会
社
T
SM

株
式
会
社
デ
ミ
ス

有
限
会
社
信
澤
土
木

橋
本
建
設
株
式
会
社

株
式
会
社
松
原
興
業

株
式
会
社
ミ
ッ
ク

株
式
会
社
宮
本
組

名
北
電
気
工
事
株
式
会
社

株
式
会
社
森
部
組
ハ
ツ
リ

土
木
事
業
本
部
　
鉄
道
本
部

株
式
会
社
岩
倉
組

辻
工
業
有
限
会
社

建
築
事
業
本
部
　
施
工
本
部

株
式
会
社
ア
シ
ス
ト

株
式
会
社
大
阪
ス
イ
コ
ー

株
式
会
社
岡
本
組

海
津
建
設
株
式
会
社

株
式
会
社
木
村
建
設

株
式
会
社
協
和
工
務
店

株
式
会
社
き
ん
で
ん

有
限
会
社
小
林
鉄
筋

株
式
会
社
沢
野
商
会

三
建
設
備
工
業
株
式
会
社

有
限
会
社
サ
ン
セ
ラ
ミ
ッ
ク

株
式
会
社
シ
ン
エ
イ
ラ
イ
フ

株
式
会
社
新
生

大
冷
工
業
株
式
会
社

株
式
会
社
立
松
鉄
工

東
鐵
工
業
株
式
会
社

建
築
事
業
本
部
　
施
工
本
部

株
式
会
社
ト
ー
エ
ネ
ッ
ク

株
式
会
社
野
崎
組

株
式
会
社
ハ
タ
ノ

優
秀
協
力
会
社

6 月10 日、矢作建設工業株式会

社「202
4
年度 安全衛生推進大会」

が開催されました。本年度の大会

も昨年同様、会場（メルパルク名

古屋）とオンラインとの併用開催

となりました。当社役職員、関連

会社社長、作友会から39
2 名が参加

しました。最初に、中央安全衛生

委員長の名和副社長より「開会の

言葉」が述べられた後、髙柳社長

が挨拶に立たれ、「残念ながら、

昨年11 月には死亡災害が発生して

おります。以前にも増して、現場

巡視・パトロールにおいて危険の

芽を早期に発見し、可能な限り二

重の安全対策、ダブル・セーフ

ティを実践するよう、安全管理の

更なる強化を実施していかねばな

りません。」と述べられました。

この後、来賓として名古屋北労

働基準監督署の橋本署長がご挨拶

されました。続いて、表彰式が行

われ、優秀協力会社33 社、優秀職

長28 名の表彰とＹＡＨＡＧＩマイ

スター10 名が認定されました。

次に、安全環境活動発表とし

て、安全環境部、建築事業本部よ

り3 件の発表が行われました。次

に特別講演が行われ、最後に作友

会澤野会長より「閉会の言葉」が

述べられ、大会が終了しました。

（安全環境部）

2
0
2
4
年
度



橋
本
建
設
株
式
会
社

鉄
筋
工
　
佐
藤
　
文
偉

有
限
会
社
小
林
鉄
筋

鉄
筋
工
　
野
仲
　
啓
之

海
津
建
設
株
式
会
社

型
枠
大
工
　
岩
田
　
迅
平

株
式
会
社
沢
野
商
会

建
築
金
物
　
川
本
　
博
由

株
式
会
社
新
生

内
装
仕
上
工
　
古
田
　
真
一

株
式
会
社
創
羽

型
枠
大
工
　
宇
都
　
恭
平

有
限
会
社
サ
ン
セ
ラミ
ッ
ク

タ
イ
ル
工
　
中
島
　
　
力

佐
藤
興
業
株
式
会
社
　
名
古
屋
支
店

塗
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名
古
屋
支
店

電
　
　
工
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輝

「
YA
HA
GI
マ
イ
ス
タ
ー
」と
は
、

矢
作
建
設
工
業
㈱
が
認
め
た

高
い
技
術
力
とリ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
兼
ね
備
え
た

建
設
業
の
プ
ロ
フ
ェッ
ショ
ナ
ル
に

与
え
ら
れ
る
称
号
で
す
。

YA
HA
GI
マ
イ
ス
タ
ー

2
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株
式
会
社
興
進

こ
の
度
は
作
友
会
へ
の
入
会
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
今
で
は
絶
滅

危
惧
業
種
と
言
わ
れ
る
左
官
業
で
す
が
作
友
会
の

皆
様
と
安
全
と
品
質
に
こ
だ
わ
り
精
進
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
よ
ろし
くお
願
い
致
し
ま
す
。

左
官
工
事
業

業
 種 大
南
工
業
株
式
会
社

こ
の
度
は
作
友
会
に
ご
入
会
さ
せ
て
頂
き
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
弊
社
は
昭
和
33

年
創
業
以
来
、
建
築
塗
装
、
吹
付
、
防
水
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
作
友
会

の
皆
様
と
モ
ノ
作
り
形
作
り
を
通
し
て
作
友
会
の

発
展
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

塗
装
・
防
水
工
事
・

シ
ー
リ
ン
グ
工
事

業
 種

株
式
会
社
伊
藤
工
務
店

こ
の
度
、
作
友
会
に
入
会
さ
せ
て
い
た
だ
き
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
弊
社
は
東
海
地
方

中
心
に
左
官
業
を
営
ん
で
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
積
極
的
に
活
動
に
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

左
官
工
事
業

業
 種

株
式
会
社
野
田
ク
レ
ー
ン

作
友
会
に
入
会
を
さ
せ
て
頂
き
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
よ
り
オ
ン
リ
ー
ワ
ン

を
モ
ット
ー
に
安
全
第
一
で
信
頼
さ
れ
る
企
業
を

目
指
し
て
参
り
ま
す
。
ご
指
導
の
程
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

PC
橋
・
綱
橋
の
架
設（
撤
去
）計
画・
施
工

ク
レ
ー
ン（
架
設
機
材
）の
リ
ー
ス

一
般
貨
物
運
送
事
業

業
 種

磯
部
塗
装
株
式
会
社

名
古
屋
支
店

こ
の
度
は
、
作
友
会
に
入
会
さ
せ
て
頂
き
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
当
社
は
橋
梁
塗
装

の
専
門
工
事
会
社
で
す
。
作
友
会
の
皆
様
の
信

用
、
信
頼
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
最
大
限
の
努
力

を
行
っ
て
い
き
ま
す
の
で
ご
指
導
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
写
真
は
全
社
研
修
旅
行
の
も
の
で
す
）

橋
梁
塗
装（
新
橋
・
保
全
）・

コ
ン
ク
リ
ー
ト
保
全

業
 種

会
紹

員
介

新
規

入
会
の



阿
式
昭
人

（
経
験
25
年
）

（
軌
道
工
事
担
当
）

株
式
会
社
岩
倉
組
職
長 さ
ん

最初に、分岐器敷設箇所近辺の線路沿いに、新し

い分岐器を組み立てる場所を選定し、必要に応じて

線路防護柵等を設置し、路盤を整地します。今回、

分岐器敷設位置から10
0 ⅿほど知立駅側に行ったとこ

ろの線路敷内に組立場所を設け、モーターカーや軌

陸ダンプを用いて夜間作業でマクラギやレールその

他の分岐器部品を搬入しました。

材料搬入後、図面に基づき各部品を加工・調整しな

がら精密に組み立てていきます。

今回の分岐器は50 Ｎ

－

16 ＃という

規格の分岐器で、長さが約40 ⅿ、

幅が約４ｍ、重量は約17 ｔあり、

昼間作業で５日かかりました。

次に、分岐器敷設当夜の、分

岐器を敷設する位置の道床砕石

を取り除いて路盤を整地する作

業を迅速化するため、敷設予定

日２日前の夜から、敷設する位

置の道床砕石を砕石詰めの土嚢

袋に置きかえました。

そして分岐器敷設当夜、敷設

箇所の既設レールとマクラギ、

砕石詰め土嚢を撤去するととも

に、新しい分岐器を、組立場所横の上り線の

レールに載せた分岐運搬台車と呼ばれる運搬

機器に積み込み、16 名の作業員の人力と軌陸

式バックホウにより敷設箇所まで慎重に運搬

し、位置、高さを調整しながら所定の位置に

納めました。

分岐器敷設工事の流れを教えてください

今回の工事に限らず、分岐器敷設作業でいちば

ん神経を使うのは、組み立てた分岐器を分岐運搬

台車に載せて敷設場所まで運搬する道中ですね。

載せた時のバランスが悪かったり、線路内

の電気設備やホーム、踏切設備などに意図せず接触

すると、分岐器が運搬台車から滑落し、周りの作業

員を巻き込む労災や、線路設備を大きく損傷する事

故につながってしまいます。

特に、今回の現場では、組立場所から敷設場所に向

かって下り勾配のため、運搬台車ごとレール上を逸走

させてしまわないよう、とても気を使いました。総重

量20 ｔ、長さ40 ⅿにもなる巨大な物体がレール上を走

り出してしまうと、もう止める術はありません。

今回の分岐器敷設工事でいちばん神経を

使ったところは？

敷設作業を終えて一番電車が来るまでの間、あそ

このボルトはしっかり締っているだろうかとか、ト

ングレールと基本レールとの密着は大丈夫だろうか、

などと気になり、落ち着きません。分岐器敷設工事

を何回経験しても、これは変わりません。

しかし、一番電車が、自分たちが敷設した分岐器の上

を異音や衝撃音、横揺れもなくスムーズに通過して行

くのを間近で見ると、一気に達成感が込み上げてきます。

逆説的ですが、電車にご乗車のお客さまが、分岐

器の上を通過していることに全く気付いてくれない

分岐器を組み立てて敷設することができれば、それ

が自分にとっての誇りとなります。

分岐器敷設工事は、阿式さんにとっては何でしょう？

回
紹
介
す
る
「
神
業
」
は
、
線
路
工
事
の
な
か
で
も
難
易
度
の
高
い
と
さ
れ
る
分
岐
器
（
い
わ
ゆ
る

“ポ
イ
ン
ト
”）
敷
設
工
事
で
す
。

分
岐
器
敷
設
工
事
に
は
、
経
年
劣
化
し
た
既
設
の
分
岐
器
を
新
し
い
分
岐
器
と
入
れ
替
え
る
工
事
、
供
用
中
の
営

業
線
に
新
た
に
分
岐
器
を
設
け
る
工
事
、
新
た
な
線
路
を
建
設
す
る
な
か
で
分
岐
器
を
設
置
す
る
工
事
の
3
つ

の
パ
タ
ー
ン
が
あ
り
ま
す
が
、
今
回
は
、
20
28
年
度
の
完
成
を
目
指
し
、
矢
作
建
設
で
も
鉄
道
、
土
木
、
建
築

の
各
部
門
が
参
加
し
鋭
意
施
工
中
の
名
鉄
知
立
高
架
工
事
に
お
い
て
、
昨
年
3
月
に
実
施
し
た
名
古
屋
本
線
上
り

線
の
分
岐
器
敷
設
工
事
を
取
り
上
げ
ま
す
。

こ
の
工
事
を
担
当
し
た
株
式
会
社
岩
倉
組
の
阿
式
昭
人
さ
ん
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

今



M
IE

工
事
名
称
：
 津
市
上
浜
町
六
丁
目
計
画

新
築
工
事

工
事
場
所
：
 三
重
県
津
市
上
浜
町

六
丁
目
10
番
１

工
事
期
間
：
 20
21
年
３
月
１
日
～

20
23
年
３
月
３
日

現
場
名思
い
出

の
現

場
建
　
築

どのような現場でしたか

この現場はＳ棟、Ｅ棟、自走式駐車

場棟があるマンションの現場で、三重

県の近鉄津駅の西側の住宅街にありま

す。現場前の道路もカーブしており対

向車が見にくく、渋滞もしばしば起こ

るため、搬入・搬出にも配慮しなけれ

ばなりませんでした。また立地上、時

折強風も吹くため強風対策にも気を使

う現場でした。

苦労したこと、失敗談など

現場が弊社から遠方ということもあ

り、大工さんの手配には大変苦労いたし

ました。Ｓ棟は本体を1 班と、滋賀県

多職種も同様と思いますが、型枠の

職人不足は慢性的になっており、今後

増々拍車がかかってくる中、同業者間

のネットワークの大切さを痛感した現

場でもありました。同業者は商売敵で

はなく、協力してお互いＷＩＮ–ＷＩ

Ｎの関係でいられたらと思います。ま

た、将来の建築を担う若者に魅力を感

じてもらえるような職種になるのが必

須で収入面だけでなく、現場の雰囲

気、教育の方法等まだまだ改善の必要

があると感じております。

の大工さん1 班と、京都の大工さん2

班という体制で施工し、Ｅ棟は地元の

大工さんで施工するという苦肉の策でな

んとか乗り切りました。現場敷地は広

く感じられましたが、職方さんたちの

駐車場はとても取れない状況でしたの

で、所長に相談して、現場外に空き地

を借りて頂きました。加えてこの時期

はコロナ禍真っ只中でしたので現場の安

全衛生環境協議会もリモートで行ってい

ました。コロナ禍でのコミュニケーショ

ンの取り方にも大変苦労しました。

思い出に残っていること、

喜び・感動したこと

このように多班編成での施工でした

ので職長の負担が大きいため、憂慮し

ていたのですが、その中でも成長して

現場製作のＰＣでの、手摺やマリオ

ンを施工したことも思い出です。おか

げで施工精度に大きな差がなく施工で

きました。

当時の矢作建設社員や作友会員

（協力会社）に向けてメッセージ

多班編成での施工という面では、矢

作建設様の所長をはじめ、職員の方々

には色々とご苦労をさせてしまいまし

た。また施工中には弊社職人のコロナ

感染により、他業種の方々にも大変ご

迷惑をお掛け致しました。それでも最

後まで皆さんに支えて頂いて楽しい思

い出になっているということに感謝し

ております。

いく姿が見られたのは大変嬉しく頼も

しく思いました。特に地元の大工さん

の若い職人さんの成長には所長からも

褒めていただいて、今後が楽しみで嬉

しく思ったのを覚えています。

株
式
会
社
豊
建
設

工
事
部
長

宮
國
健
一

株
式
会

株
式
会
社
豊
建
設

工
事
部
長

宮
國

宮
國

宮
國
健
一



会社の理念、目指すべき

ものを教えてください。

196
8
年に創業し今年56 年目を迎えまし

た。大阪を中心に近畿一円で型枠工事、

足場工事を生業としてお客様のために前

進し続けてきました。

これからも豊かな未来へ向けて「和と

前進―人の和を大切にする心で未来を築

く―」を企業理念として掲げ、お客様や

同業者の皆様からも信頼される企業を目

指して努力しております。

社員構成や

人材育成について

社員は現在約30 名ほどです。少しずつ

世代交代も進んできていますが、協力会

社の職人さんたちはなかなか世代交代も

進まず、高齢化が続いているのが実状で

す。いわゆる「型枠大工」は、一般的な

大工さんとは違い、一人前になるのに5

年から10 年を要する職種です。

そんな中、若手にやりがいを持たせる

という観点から、部材の加工は工場のほ

うで終わらせて、建て方の部分を現場で

経験させ、達成感を得られるような仕事

のやり方をしています。

また、型枠の拾い出し作業についても、

従来は親方の経験で図面から計算し直す

等の作業があるのですが、当社ではいち

はやくＰＣ上で計算できるソフトを取り

入れるなどして効率化を図っております。

こういった取組みに加え、特別教育や

各種資格取得に対する補助金を拠出し、

社員のスキルアップも図っております。

自社が得意とする

ところは？

当社は型枠工事に加え足場も一体で施

工できるところが強みですね。共有でき

る材料や工種があれば効率よく施工して

いけるため、現場でも重宝されることが

多いです。業者間での資機材の使用など

のトラブルも減らせるようです。

また自社倉庫や加工場、トラックやリ

フトを保有する事により現場への材料の

搬出入がスムーズにできる体制が整って

います。これらにより各工事現場の効率

的な運用に寄与できるものと自負してお

ります。
今まで印象に残った

現場は？

202
1
年ごろにやらせて頂いた「芦屋大原

町」のマンションが最近では印象に残っ

ていますね。

あののマンションは階段が特徴的で、

いわゆるＸ階段を採用している物件でし

た。今でこそ珍しくないですが、当時は

ほとんど施工の経験もなかったのでその

複雑な形状に戸惑いを覚え、かなり施工

に手間がかかったと記憶しています。省

スペースで２ 方向避難が確保できるとい

うことで、効率を優先する物件ではよく

採用される構造になっているようですね。

また、現在施工中の内本町のマンショ

ンは19 階建てということで、当社として

は未知の階数になる物件です。取組み物

件としても新鮮であり、気を引き締めて

施工させて頂いている物件です。

作友会への要望は？

作友会を通じてぜひ名古屋地区の型枠

はどういう組み方をされているのかとか

知見を広げられたらなあという思いはあ

ります。関西地区なら横のつながりで応

援に行ったりして勉強できるのですが、

地方による違いまでは感じ取ることがで

きないのでぜひ作友会パトロール等で交

流させて頂けたらと思います。

野
崎
社
長
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

非
常
に
穏
や
か
に
、
言
葉
一
つ
ひ

と
つ
を
大
事
に
お
話
さ
れ
て
い
て

責
任
感
の
強
い
方
と
い
う
印
象
で

し
た
。
い
つ
も
社
員
や
協
力
会
社
、

元
請
け
等
全
方
位
に
お
気
遣
い
の

で
き
る
方
な
ん
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

ぜ
ひ
、
と
も
に
切
磋
琢
磨
し
、
発

展
し
て
い
け
る
関
係
を
築
い
て
い

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

事
務
局
か
ら

株
式
会
社
 野
崎
組

所
在
地
：
大
阪
府
摂
津
市

業
　
種
：
型
枠
工
事

代
表
者
：
代
表
取
締
役
社
長
 野
崎
善
幸

Pick
 up

!

訪問

会員企業

今
回
は
、
型
枠
工
事
の
ス
ペ

シ
ャリ
スト
企
業
、関
西
地
区

で
絶
大
な
信
頼
の
お
け
る

株
式
会
社
野
崎
組
さ
ん
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

R
ep

or
t

O
S
A
K

A



―この仕事をしていて

いいと思うことは何ですか？

やっぱり最終の完成品を見た時の達

成感は何物にも代えがたいものがあ

ります。それまでの苦労を全部忘れ

てしまうほどの感動があります。

―この仕事の苦労や

やりがいは何ですか？

どうしても仕事が集中する時期があ

り、職人さんの手配に苦労するとき

があります。そんなときは現場と打

ち合わせをし、時には現場にお願い

をすることもありますが、最終的に

帳尻を合わせています。

―仕事をする上で大切にして

いることは何ですか？

現場では安全に気を配りながら、ク

オリティーを大切にしています。月

に数回現場へ行きますが、現場へ

行った際は、常に整理整頓の状態を

気にしながら、職人さんが不安全行

動をしていないか確認しています。

また、仕上がり具合についても注意

しています。検査で指摘されてから

直せばいいやという姿勢では、マン

ションのエンドユーザーには通用し

ないので、施工中から厳しい目で現

場を見るようにしています。

そのために日頃から職人さんと良好

な関係を築くよう意識しています。

自分が分からない事を職人さんに相

談すると簡単に答えてくれます。そ

んな凄い人達と信頼関係を築いてい

けるように、コミュニケーションを上

手く取ることを大切にしています。

―将来の展望は何ですか？

建築業界はどこもかもしれません

が、若い人のなり手が不足していま

す。この仕事の魅力を発信して、若

い人が増える業界にしたいです。

所
属
：
株
式
会
社
新
生

年
齢
：
39
歳
（
経
験
年
数
４
年
）

谷た
に
な
か 中
康や
す
ひ
ろ 弘
さ
ん

新
生
に
入
社
す
る
前
に
、
内
装
材
の
卸
し
を
15
年
し
て
い
た
。

施
工
も
た
ま
に
や
っ
て
い
た
の
で
、
現
職
の
内
容
を
全
く
知
ら
な
か
っ
た
訳
で
は
な
い
。

経
歴

―この仕事を始めたきっかけは何

ですか？

元々、内装材料の卸しの仕事を

15 年ほどしていました。前の会

社で働いている時から現在の会

社の社長と面識があり、４ 年く

らい前に社長に「うちの会社に

来ないか。」と声を掛けて頂き

ました。前の会社では施工はあ

まり行っていませんでしたが、

施工の分野にも興味があり、良

いチャンスと思い、今の会社に

転職しました。

―今まで一番印象に残っている工

事は何ですか？

名鉄μプラット東岡崎の現場が

印象に残っています。店舗なの

でマンションとは趣が違い、お

しゃれでデザイン性のある内装

が面白かったです。

名鉄μプラット東岡崎に隣接す

る駐車場の改修工事も行ったの

ですが、夜間工事で工期も厳し

かったこともあり、職人さんに矢

作さんとの打ち合わせ事項を伝

えるのに苦労しました。駐車場

の改修工事では軽量下地やボー

ド張りの施工があり、前の会社

では経験したことが無かったの

で、その面でも苦労しました。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
当
日
に
職
人
さ
ん
が
作
業
し

て
い
る
場
所
に
行
き
、
写
真
撮
影
を
し
ま
し

た
が
、
職
人
さ
ん
と
親
し
気
に
話
し
を
さ
れ

て
い
る
様
子
を
見
て
、
と
て
も
良
い
人
間
関

係
が
築
け
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

「
仕
事
で
そ
ん
な
に
苦
労
し
て
る
と
感
じ
て

ま
せ
ん
（
笑
）」
と
答
え
る
明
る
い
性
格
か

ら
現
場
を
引
っ
張
っ
て
い
る
姿
が
想
像
で
き

ま
し
た
。

事
務
局
か
ら

こ
の
仕
事
の
魅
力
を
発
信
し
て
、

若
い
人
が
増
え
る
業
界
に
し
た
い
で
す
。



イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
　
橋
本
建
設
さ
ん

古
賀
さ
ん

兼
松
課
長

〝 グリーンサイト〞 が浸透している

矢作 貴社はどの現場もグリーンサイトの対応が迅速な

印象です。常日頃どのようなことを心掛けていらっしゃ

いますか？

兼松 現場が始まる時点で招待されているグリーンサイ

トにはすぐに取り掛かり提出しています。

矢作 弊社はグリーンサイトですが、他のゼネコンが元

請になるときには他のツールも使用していますか？ グ

リーンサイトのシェアはどうでしょうか？

兼松 ほぼグリーンサイトです。９ 割ほどでしょうか。

古賀 残りの１ 割は、ほかのインターネットを利用した

サービスと紙面での提出になります。

兼松 グリーンサイト導入当初は初期登録に苦労しまし

たが、現在は招待する２ 次会社も慣れてきています。

データがほとんど入っているのでだいぶ楽になりました。

矢作 最初は登録が大変であったとのことですが、今は

使いこなせているということですね。１ 次会社として下

位企業の取りまとめにはどんなご苦労がありますか？

古賀 現場に出ている方がグリーンファイルの作成も兼

務しているとなかなか進まないこともあり苦労します

が、最近はスマホで登録できる方が増えてきて、ちょっ

とした追加や写真のアップロードなどを依頼すると即時

対応してもらえるのでありがたいです。

矢作 クラウドの良い点ですね。作業員さんの追加をリ

アルタイムに実施されており、大いに活用されています

ね。スマホの操作で完結するとだいぶ負担は軽減されま

すね。現場に出ている方が事務所に帰ってから安全書類

を作成するのはなかなか大変ですからね。

編成を組む際の２ 次会社とのやり取りはＴＥＬなどでさ

れますか？

兼松 メールやＦＡＸで２ 次会社とやり取りをしています。

矢作 貴社は２ 次会社の編成が多いですが、招待のタイ

ミングは計画的に行っていますか？

兼松 決まったところから順に招待しています。依頼企

業は招待して書類が揃うまで待つことになります。入場

までに提出する様に促しています。

矢作 名簿の精度はいかがでしょうか。期限切れの更新

管理等は、１ 次会社の貴社は下位企業に指導されていま

すか？

兼松 常時編成に入るような会社は名簿の精度が高いで

す。代行企業の管理は常に行っていますし、依頼企業も

きちんと整備されている印象です。

矢作 コメント機能を活用いただくよう推進していますの

で、不明点の問い合わせも気軽に活用いただければと思います。

事務体制が万全

矢作 グリーンサイトに関する貴社の体制はどのように

されていますか？

兼松 本社と営業所には、それぞれグリーンサイトの担

当者を配置しています。また、休みの時に対応する方も

いて、誰もいなければ私が行います。

矢作 そのフォロー体制だからこそ、ほとんど事前に名

簿登録ができているわけですね。

兼松 急に入場が決まった時など前日に出勤している職

で、元請からのお知らせも確認いただけていますね！

先日はグリーンサイトとＣＣＵＳ登録内容の確認につい

て、グリーンサイトのコメント機能で即時やり取りができ

たのも大変助かりました。

期限切れ管理の徹底

矢作 グリーンサイト内の期限切れ警告機能は活用されて

いますか？

兼松・古賀 期限が切れるものというと建設業許可や健康

診断など、分かりきっているものなので適宜更新確認して

います。グリーンサイト内の期限切れ警告が出る前に管理

できています。

矢作 外国人の作業員が増えているので期限切れの管理も

大変な印象ですが、１ 次会社としてどのような管理をされ

ていますか？

兼松・古賀 年々外国人の名簿登録が増えているため、期

限が切れないよう管理していま

す。更新管理は徹底しています。

矢作 貴社は、グリーンサイト

の利点を生かし、漏れなくフォ

ローできる体制になっていると

いうことがよく分かりまし

た。今後ともよろしくお願いい

たします。

員が対応します。一つの

現場を一人の担当制にし

ているのではなく、どの

現場でも人が入るとなる

と前日までに登録できる

職員が対応・フォローし

合う体制ができていま

す。例えば月曜日に入場

が決まったとなると土曜

日にグリーンサイト登録

の作業が必要ですが、事

務員さんは土日お休みな

ので出勤している職員で

対応しています。

グリーンサイトデータの活用

矢作 グリーンサイトを使う上で、何か工夫されているこ

とはありますか？

兼松 必要な書類をグリーンサイトのデータベースから取

り出すことが多いです。資格など確認するのにデータが

揃っているので便利です。名簿のデータは整えてあるので

すぐに活用できます。

矢作 グリーンサイトの機能自体も随時アップデートされ

て更に使いやすくなりましたね。元請からの通知内容も

メールで通知されていることは確認するタイミングの目安

になっていますか？

兼松 メール通知があるとピンポイントで見に行きますの

で助かっています。

矢作 メール通知を活用いただいているとのことですの

※依頼企業＝グリーンサイトに加入して

いる企業

※代行企業＝グリーンサイト未加入のた

め、上位企業が代行して

グリーンサイトにデータを

登録する企業

第
４
回
と
し
て
、
橋
本
建
設
株
式
会
社
の
ご
担
当
者
様
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
い
た
し
ま
し
た
。

多
数
の
現
場
に
入
場
し
て
お
ら
れ
、
ど
の
工
事
も
不
備
な
く
整
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

グ
リ
ー
ン
サ
イ
ト
を
ど
の
よ
う
に
運
用
さ
れ
て
い
る
の
か
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

●
「
グ
リ
ー
ン
サ
イ
ト
」
は
株
式
会
社
M
C
デ
ー
タ
プ
ラ
ス
の
登
録
商
標
で
す
。

2
0
2
4
.7
.2

第
4
回

橋
本
建
設

株
式
会
社
 さ
ん



編
集
後
記

作友会へのご意見・ご要望は、右記メールアドレスまでご連絡ください。　　info-sakuyukai@yahagi.co.jp

作
友
会
の
皆
様
、
い
つ
も
お
世
話
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
事
務
局
の
大
澤
で
す
。

さ
て
、
今
年
2024
年
度
は
作
友
会
と
し
て
約

５
年
ぶ
り
に
定
期
総
会
お
よ
び
懇
親
会
を
名

鉄
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
開
催
い
た
し
ま
し

た
。
久
し
ぶ
り
に
会
員
企
業
様
が
集
い
、
顔
を

合
わ
せ
、
交
流
で
き
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま

す
。
会
員
企
業
様
同
士
、
会
話
も
弾
ん
で
い
た

様
子
で
し
た
。
や
は
り
「
対
面
で
会
う
」
の
は

良
い
で
す
ね
！
電
話
や
メ
ー
ル
と
違
い
、
対
面

で
会
う
と
相
手
の
表
情
も
分
か
り
、
何
よ
り
心

が
通
い
合
う
感
じ
が
し
ま
し
た
。

ま
た
嬉
し
い
こ
と
に
、
今
年
度
は
作
友
会

に
新
規
会
員
企
業
５
社
が
入
会
さ
れ
ま
し

た
！
ど
の
企
業
様
も
「
作
友
会
に
入
会
で
き

て
と
て
も
嬉
し
い
で
す
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て

い
た
だ
き
、
恐
縮
す
る
と
共
に
感
謝
の
思
い

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
会
員
企

業
様
が
加
わ
り
、
さ
ら
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し

た
『
作
友
会
』
を
築
い
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

作
友
会
は
『
矢
作
建
設
工
業
の
協
力
会
社

で
組
織
さ
れ
た
建
設
の
プ
ロ
集
団
』
で
す
。

卓
越
し
た
技
能
を
お
持
ち
の
技
能
者
が
た
く

さ
ん
お
ら
れ
、
自
信
と
誇
り
を
も
っ
て
日
々

業
務
に
あ
た
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
ん
な
作

友
会
の
皆
さ
ま
に
少
し
で
も
喜
ん
で
い
た
だ

け
た
ら
と
思
い
、
今
年
の
夏
は
全
会
員
様
宛

て
に
熱
中
症
予
防
対
策
と
し
て
、
事
務
局
よ

り
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
を
３
ケ
ー
ス
無
償
で

配
布
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
今
年
度
は
、「
技

能
講
習
」「
特
別
教
育
」
の
枠
を
拡
大
し
、
受

講
料
補
助
の
事
業
も
実
施
し
て
お
り
、
ご
好

評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
後
も
矢
作
建
設
工
業
と
作
友
会
で
力
を

合
わ
せ
、
強
固
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
築

き
共
に
進
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
事
務
局
と
し
て
も
会
員
企
業
様
か
ら
の
ご

意
見
は
真
摯
に
受
け
止
め
、
風
通
し
の
良
い

環
境
づ
く
り
に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
作
友
会
事
務
局

大
澤
）

作画：ひなたゆうべ

●

第
100
回
理
事
会

４
月
、
名
鉄
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
開
催

し
ま
し
た
。

●

第
54
回
定
期
総
会

４
月
、
名
鉄
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
（
一
部
オ

ン
ラ
イ
ン
）
に
て
開
催
し
、
122
社
が
出
席

し
ま
し
た
。

●

鉄
道
近
接
作
業
者
講
習
会

４
月
、
６
月
、
７
月
、
８
月
に
鉄
道
技
術

研
修
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
し
、
延
べ
215
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

●

オ
ン
ラ
イ
ン
安
全
塾

４
月
、
５
月
、
６
月
、
７
月
、
８
月
に
オ

ン
ラ
イ
ン
に
て
開
催
し
、
延
べ
1,029
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

●

安
全
衛
生
推
進
大
会

６
月
、
会
場
（
メ
ル
パ
ル
ク
名
古
屋
）
と

オ
ン
ラ
イ
ン
の
併
用
に
て
開
催
し
、
矢
作

グ
ル
ー
プ
役
職
員
217
名
、
作
友
会
員
175
名

が
参
加
し
ま
し
た
。（
本
誌
４
ペ
ー
ジ
参
照
）

●

第
58
〜
60
回
建
築
部
会

５
月
、
７
月
、
９
月
に
開
催
し
、
矢
作
建

設
工
業
㈱
本
社
に
は
建
築
部
会
役
員
延
べ

33
名
と
矢
作
建
設
役
職
員
延
べ
45
名
、
オ

ン
ラ
イ
ン
で
は
建
築
部
会
員
延
べ
139
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

●

建
築
部
会
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

４
月
、
５
月
、
６
月
、
８
月
、
９
月
に
建
築

部
会
員
10
社
と
矢
作
建
設
職
員
延
べ
10
名
が

５
現
場
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。

●

全
国
安
全
週
間
特
別
パ
ト
ロ
ー
ル

７
月
に
作
友
会
員
８
社
と
矢
作
建
設
役
職

員
延
べ
43
名
が
30
現
場
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
ま
し
た
。

●

「
技
能
講
習
」「
特
別
教
育
」
補
助
金
制
度

４
月
〜
９
月
作
友
会
会
員
企
業
６
社
、
28

名
が
外
部
団
体
主
催
の
教
育
を
受
講
し
、

会
員
企
業
に
対
し
作
友
会
か
ら
受
講
料
を

補
助
い
た
し
ま
し
た
。

作友会活動の

あしあと

2024年度上半期(4月～9月)


